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43 ▶裏面へ続く

取扱説明書

このたびは満水警報器をお買い上げいただき、
ありがとうございました。
●この取扱説明書をよくお読みになり正しく
ご使用ください。
説明書をお読みになったあとは大切に保存
してください。
●この警報器は、受水槽内の水位が異常に
上昇した場合に警報ブザーを鳴らします。

型　　式
相・電圧

B-UX
単相　100V

適用受水槽 UB-200X
UB-500X

日立角形受水槽

据え付けは専門工事が必要です。販売店・工事店へ依頼し、お客様自身では行わないで
ください。

B-UX型
「警告や注意を促す」内容のものです。

してはいけない「禁止」内容のものです。

実行していただく「指示」内容のもの
です。

ご使用になる人や、ほかの人への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りいただくことを、
次のように説明しています。また、本文中の注意事項についてもよくお読みのうえ、正しくご使用
ください。
■ここに示した注記事項は
表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、
説明しています。

絵表示の例この表示の欄は、「死亡または
重傷を負うことが想定される」
内容です。

この表示の欄は、「軽傷を負う
ことが想定されるか、または
物的損害の発生が想定される」
内容です。

警告

注意

電源プラグを抜くときは、きちんと電源プラグを持って抜く
●感電やショートして発火することがあります。
電源プラグの刃や、刃の取り付け面にほこりが付着している場合は乾いた布でよくふく
●火災の原因になります。

ぬれた手で、電源プラグの抜き差しはしない
●感電の原因になります。
傷んだ電源電線や電源プラグ、緩んだコンセントは使用しない
●感電・ショート・発火の原因になります。
電源プラグは根元まで差し込む
●感電やショートして発火することがあります。
電源電線を傷つけない
〔傷つけ・加工・無理な曲げ・引っ張り・ねじり・重いものを載せる・挟み込む・たばねるなどしない〕
●電源電線が破損し、発煙・発火の原因になります。
テーブルタップによるタコ足配線はしない
●発煙・発火の原因になります。
延長コードは使用しない
●過熱し、発煙・発火の恐れがあります。

お手入れの際や長期間ご使用にならないときは、電源プラグをコンセントから抜くか、
ブレーカーを切る
●感電やけがの原因になります。

※物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットに
かかわる拡大損害を示します。

警告

満水警報器
角形受水槽用

仕　様
この製品は日本国内用です。電源電圧や電源周波数の異なる海外では使用できません。
また、アフターサービスもできません。

配線工事は電気設備技術基準や、内線規程に従って、安全に行う
●誤った配線工事は、感電や火災の恐れがあります。

動かなくなったり、煙が出ている、変なにおいがするなどの異常がある場合は、
事故防止のためすぐに電源プラグをコンセントから抜くか、ブレーカーを切って、
お買い求めの販売店に点検・修理を依頼する
●感電や漏電・ショートによる火災の恐れがあります。
　分解したり、修理・改造しない
●火災・感電・けがの原因になります。(修理は販売店などにご相談ください)

注意
●製品の取り扱い時は、手袋をして作業を行う
万一のけが防止のためです。
●据え付けは、お買い上げの販売店または、専門業者に依頼する
ご自分で据え付け工事をされ、不備があると、水漏れや感電・火災の原因になります。

取り付け位置と準備
予備栓

ナット
満水警報器
取り付け口の詳細

図はWM形ポンプとUB-200Xを組み合わせたものです。
角形受水槽

1. 点検ふたを取り外す
2. 予備栓を外す

点検口から手を入れ、ナットを押さえ予備栓をゆるめます。

ナットを受水槽内に落とさないよう注意してください。ご注意

満水警報器の取り付け
警報器本体

カラー(A)：短
パッキン

3/8ナット

ソケット

フロート本体

受水槽
カラー(B)：長

取り付け口

電源電線
1. 警報器本体からフロート本体を
外す

2. 受水槽の取り付け口に､フロート
本体のソケットを3/8ナットと
カラー(B)を介し受水槽の内側
から差し込み､外側からパッキン､
カラー(A)を取り付け､警報器本
体にねじ込む

3. 3/8ナットを締めつけ､満水警報
器を受水槽に固定する

4. 点検ふたを元どおり取り付ける

配線工事について
警告

配線工事は電気設備技術基準や内線規程に従って安全に行う。
●誤った配線工事は、感電や火災の恐れがあります。

装置の電源プラグをコンセントから抜いてから行ってください。ご注意

ポンプコントローラー固定ねじをゆるめ、
ポンプコントローラーを外す
ポンプコントローラーカバーを外し、
電源用コネクタＡを抜く
固定金具を外し、電源電線を外す
セツゾクケーブルにコードブッシュ
を取り付ける

セツゾクケーブルおよび満水警報器の
電源電線を右図のように取り付け、
固定金具を元どおり取り付ける
電線類をかみ込まないように注意して
ください。

■電源電線の交換について
ポンプ本体の電源電線を外します。
（外した電源電線は使用しません）

■配線部品の確認

【WT形ポンプの場合】

セツゾクケーブル：1本 タイラップ：5本 コードブッシュ：1個 クッションシール：2枚

●本品に付属されている配線部品はX型・W型ポンプとの結線用です。
V型以前のポンプと結線する場合は、下記部品を購入してください。
結線方法などの詳細は部品の説明書を、価格はQRコードを読み込んでご確認ください。

V型以前のポンプとの結線

Y型・X型・W型ポンプとの結線
2

1

チューブ(白)付き

部品名 部品番号 使用数量 QRコードシリーズ名

Jセツゾクタンシ(B-U) UB-200J 009 1J型以前

Sキバンクミ(B-U) UB-200J 005 1S型

セツゾクハーネス(B-U) UB-200V 003 1V型

ポンプコントローラー

電源用コネクタA

固定金具
電源電線

ポンプコントローラー
固定ねじ

ポンプコント
ローラーカバー

コード
ブッシュ

セツゾク
ケーブル

満水警報器の電源電線 すき間 (溝部 )をとおす

ポンプ
受水槽満水警報器

取り付け口
（予備栓）

点検ふた(点検口)

http://parts.hitachi-cm.com/price/?pno=UB-200J&cno=009
http://parts.hitachi-cm.com/price/?pno=UB-200J&cno=005
http://parts.hitachi-cm.com/price/?pno=UB-200V&cno=003
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【WM形ポンプの場合】

　接続後、セツゾクケーブルのチューブ(白)を電源用コネクタＡの根元まで
被せる
満水警報器の電源電線をセツゾクケーブルのハウジングＢに接続する

セツゾクケーブルのハウジングAを、ポンプコントローラーの電源用コネクタA
に接続する

■配線について3

(1)

ポンプコントローラー取り付け後、電線類をタイラップで固定する
ポンプカバー取り付けの際、電線類をかみ込まないよう注意してください。

配線完了後、ポンプおよび満水警報器が正常に動作するか確認する

溢水位置

警報器
動作位置

20
～
60
m
m

警報器本体

カラー(A)：短

パッキン

3/8ナット
ソケット

受水槽

カラー(B)：長

★長年ご使用のポンプの点検を〔2～3年に一度点検を依頼してください(有料)〕愛情点検
ご使用の際、
このような
症状はあり
ませんか？

ご使用
中　止

●運転するとブレーカーや漏電遮断器が
　動作する。
●コード類に“ひび割れ”や“傷”がある。
●運転中に異常な音や振動がする。
●焦げ臭い“におい”がする。
●触るとビリビリと電気を感じる。
●その他の異常がある。

このような症状のとき
は、故障や事故防止の
ため、電源プラグをコ
ンセントから抜くか、
または電源を切ってか
ら販売店に点検・修理
をご相談ください。

お客様メモ
後日のために記入しておいてください。
サービスを依頼されるとき、お役に
立ちます。

購入店名　　　　　　電話（      ）      －

ご購入年月日　　　　年　　月　　日

動作の確認

ボールタップの止水前にブザーが鳴り出したり、ブザーが鳴る前に溢水口から水が
排出してしまう場合は取り付けかたを見直してください。

ご注意

1. 電源を入れ、満水警報器のフロートを押し上げたらブザーが鳴り、離したらブザー
が鳴りやむことを確認する

2. ボールタップが上がって止水したら、ボールタップの浮玉を水中に押し下げてさら
に水を入れ、受水槽の溢水口から排出する前に満水警報器が動作してブザーが鳴る
ことを確認する

3. ブザーが鳴り出したら、近くの水栓を開きポンプを運転させて受水槽の水をくみ上げ
てブザーが鳴り止むことを確かめる

受水槽自体が傾いた
状態で据え付けられ
ますと、ボールタッ
プが故障していない
のに満水警報器が動
作する場合がありま
す。次のように処理
してください。
●｢満水警報器の取り
付け｣のカラー(A)
とカラー(B)の位
置を組み替えてく
ださい。

満水警報器が動作
する水位は、溢水
口上端より約20～
60mm下部の位置
です。
受水槽内の水位が
これより上の位置
でブザーが鳴る場
合は、ボールタッ
プの故障です。

満水警報器が動作したとき
1. 水道管のストップバルブを閉めボールタップからの給水を止める
2. 近くの水栓を開いてブザーが鳴り止むまで水を出す
3. 装置の電源を切り、ボールタップ故障の原因を取り除く
4. 水道管のストップバルブを開き、装置の電源を入れる
5. 水栓を数回開閉し、装置が異常なく動作するか確認する

■ボールタップの故障でブザーが鳴った場合の処置

電源用コネクタA

チューブ (白 )

チューブ (白 )

電線引き出し方向

(2)

余ったリード線は、タイラップで
束ねてモーター下部に収納する。

セツゾクケーブルと
満水警報器の電源電線を
タイラップで束ねる。

モーター

余ったリード線は、
タイラップで束ねて
モーター下部に収納する。

セツゾクケーブルと
満水警報器の電源電線を
タイラップで束ねる。

セツゾクケーブル

満水警報器の電源電線

コンセントへ接続
（AC100V）

ハウジングB

ハウジングA

電源用コネクタA

チューブ (白 )

3-M3480-5B B1

固定ねじを外し、コントローラーを外す1

コントローラーカバーを外す2

固定金具を外す3

電源電線を外し、満水警報器に付属の
セツゾクケーブルと交換する

4

セツゾクケーブルにコードブッシュを
取り付ける

5

ベースにセツゾクケーブルと固定金具を
取り付ける

6

固定金具にクッションシールをはり付ける7

コントローラーカバーを取り付け、
固定ねじでベースにコントローラー
を固定する

8

固定ねじ

固定金具電源電線

コードブッシュセツゾクケーブル

クッション
シール

セツゾク
ケーブル

固定金具

コントローラー

〒105-8410　東京都港区西新橋2-15-12
電話（03）3502-2111
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